
さとうきびの産地から

古宇利島

砂糖の原料のさとうきびは、暖かい気候を好むため、
日本では沖縄県や鹿児島県の南西諸島の島々で栽培されています。

沖縄県古宇利島のさとうきび畑

鹿児島県喜界島の製糖工場 鹿児島県種子島の製糖工場へのさとうきび搬入
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「第30回沖縄県さとうきび競作会」
（沖縄県糖業振興協会主催 那覇市 平成18年4月28日）で
農林水産大臣賞を受賞した八重瀬町の神谷さん（右から２人目）

台風の常襲地帯で干ばつにも強いさとうきびは、
作付から収穫・製糖と地域と密接に関連し、
地域経済や雇用確保に大きな役割を果たしています。




